
12 「とちあいか」のおいしさの見える化と安定生産技術

「とちあいか」は、収穫時期を問わず甘さが際立つ特徴があることがわかりました。
また、定植直後に不定芽を残す芽数管理により、１月下旬～２月上旬の収量が増加する
ことを明らかにしました。

【研究内容・成果】【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
農業総合研究センターいちご研究所・0282-27-2711

・「とちあいか」は、栃木県で品種開発し、
令和６年に品種登録されました。

・需要拡大を狙い、果実の品種評価を行い
ました。

・芽数が少ない特性から、収量の波が大き
い傾向があるため、安定生産に向けた芽
数管理について検討しました。

・品質特性が明らかになることで、一般消
費の拡大の他、業務需要や輸出の拡大が
期待できます。

・生産現場で定植直後の不定芽を残す適正
な芽数管理法が普及することで、収量や
収益性向上が期待できます。

研究課題名：新時代に対応した革新的いちご生産技術の開発
生産構造・消費動向分析による「いちご王国」発展方策の確立

図 甘味、酸味、旨味の見える化

表 芽数管理と収量

・「とちあいか」は、「とちおとめ」に比べ酸
味が少なく、季節を問わず糖度・旨味が高
かったことが明らかになりました。

・適度に不定芽を残すことで、収量が増加します。
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